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耳lt

て
高
田
博
士
の
債
格
の
勢
力
説
の
評
慣

三
、
ア
ア
タ
リ
オ

y
教
授
の
吟
替
心
環
説
の
評
俣
(
央
放
)

-
、
高
田
樽
士
の
債
措
の
勢
力
説
の
評
慣

本
雑
誌
前
々
競
の
拙
稿
中
に
遁
ペ
し
如
く
、
在
は
枇
合
的
現
賓
趨
或
ぽ
枇
曾
現
象
の
一
万
素
的
事
賓
と
し
て
の
心

と
心
と
の
相
互
作
用
及
び
相
互
閣
係
ほ
、

つ
ま
り
は
在
が
一
祉
舎
的
慣
値
判
断
作
用
或
は
一
枇
曾
的
評
債
作
用
主
購
す

る
も
の
、
枇
舎
的
強
制
作
用
と
捕
す
る
も
の
、
及
び
不
反
省
的
枇
曾
心
理
作
用
と
帯
す
る
も
の
の
三
種
の
枇
曾
心
-

理
作
用
に
よ
り
て
成
立
す
る
も
の
に
し
て
、
h
r

〈
て
縄
科
率
的
に
は
一
切
の
枇
舎
現
象
は
結
局
は
右
の
三
種
の
枇

舎
心
理
作
用
に
よ
り
て
成
立
す
る
も
の
と
し
て
、
究
明
さ
る
可
き
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
，
る
。
そ
う
し
て
夫
れ

傍
替
心
塊
説
詳
償

第
三
十
六
巻

1L 

第
四
披



崎
沖
替
心
理
説
評
償

第
二
一
十
六
巻

五
九
州

第
凶
獄

よ
り
推
し
て
考
ふ
れ
ば
、
何
れ
の
一
枇
舎
現
象
を
も
完
全
に
或
は
十
分
に
詑
明
し
、
了
解
す
る
矯
め
に
は
、
従
来
一

切
の
枇
曾
科
半
の
根
本
的
説
明
原
埠
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
居
た
監
の
、
在
の
見
地
か
ら
見
れ
ば
、
一
枇
曾
的
慣
値
判

断
作
用
、
或
は
枇
舎
的
評
債
作
用
に
却
し
て
樹
立
さ
れ
た
と
見
倣
さ
れ
る
債
値
原
理
や
、
又
枇
曾
的
輯
制
作
用
に

即
し
て
樹
立
さ
れ
七
と
見
倣
さ
れ
る
勢
力
原
理
の
外
に
、
就
が
不
反
省
的
一
枇
命
日
心
理
作
用
と
し
て
始
め
て
公
式
化

ぜ
ん
と
金
だ
て
て
居
る
も
の
に
却
し
て
樹
立
さ
る
可
き
第
三
の
原
理
が
、
必
要
で
あ
る
こ
と
は
明
か
に
洞
察
さ
れ

る
と
思
ム
。

今
此
鹿
じ
上
ド
連
ベ
し
が
如
h
c
引
似
の
一
枇
曾
心
理
作
州
の
問
一
輸
を
皐
ん
M
1

一
人
の
粧
桝
早
若
が
め
っ
て
、
従
来
の

経
済
皐
上
の
債
格
論
を
批
判
的
に
考
察
す
る
と
偲
定
す
る
と
、
其
の
経
持
率
者
が
先
づ
第
一
に
注
目
す
る
こ
と
は
、

従
来
の
経
掛
拳
上
の
債
格
論
に
め
り
で
は
、
何
れ
の
形
態
に
於
て
に
せ
よ
、
と
に
か
〈
債
依
原
理
が
あ
ま
り
に
偏

重
5
れ
て
居
る
と
一
エ
ふ
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。
そ
う
し
て
其
の
蛭
梼
聞
学
者
は
特
に
限
界
校
用
読

を
重
要
調
す
る
人
で
あ
る
と
す
る
も
、
現
買
な
る
債
格
現
象
は
結
局
は
只
限
界
一
致
用
設
の
み
に
よ
り
て
は
説
明
さ

れ
得
な
い
こ
と
宏
観
破
し
、
更
に
他
の
何
等
か
の
原
理
を
以
て
之
を
補
充
す
る
こ
と
の
必
要
な
る
を
痛
切
に
戚
じ

る
で
あ
ら
う
。
そ
う
し
て
其
の
際
其
の
経
持
率
者
が
先
づ
思
ひ
営
る
の
は
、
一
吐
曾
科
皐
史
上
殊
に
直
接
に
経
持
率

史
上
に
於
て
も
時
々
唱
へ
ら
れ
に
暴
力
原
理
を
精
練
し
、
在
が
世
命
目
的
強
制
力
と
帯
す
る
が
如
き
も
の
に
剖
し
て

洞
察
さ
れ
る
勢
力
或
は
力
の
原
理
を
以
て
、
債
値
原
理
を
補
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
で
あ
ら
う
。

A
1

か
か
る
経
掛
拳
者
を
、
在
の
撃
問
上
最
と
も
縁
故
の
深
い
我
が
高
田
博
士
に
於
て
見
出
し
だ
こ
と
は
、
在
の
最
と



る
立
口
ぷ
慮
で
あ
る
D

両
国
博
士
一
か
債
格
論
に
於
て
特
に
限
界
効
用
設
を
重
要
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
就
て
は
、
種
々
な
る
批
評
が
加
へ
ら

れ
る
で
あ
ら
う
が
、
併
し
在
が
此
慮
に
問
題
と
す
る
の
は
其
の
黙
で
な
く
、
同
博
士
が
只
債
値
原
理
だ
け
で
は
債

格
現
象
を
到
底
十
分
に
説
明
し
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
観
破
し
て
、
勢
力
原
理
を
以
て
之
を
補
は
ん
と
さ
れ
て
居
る

こ
と
の
方
法
論
的
重
要
性
で
あ
る
。
同
博
士
の
此
の
企

rて
は
、
今
日
経
掛
事
の
理
論
に
於
て
最
と
も
控
目
す
可

き
一
一
傾
向
で
あ
る
左
思
は
れ
る

G

そ
う
し
て
私
は
同
海
士
の
債
格
の
勢
力
説
全
以
て
鴨
涯
の
経
興
事
上
に
於
け
る

一
卓
見
と
認
め
た
い
と
思
ふ
。
さ
れ
ほ
ん
I

日
の
濁
逸
の
署
名
な
る
一
経
時
摩
者
ア
Y

7

V
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書
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斗
・

と
一
五
は
れ
て
居
る
の
は
、
決
し
て
過
賞
で
な
い
と
思
ふ
。
山
間
ほ
在
は
ア

1
モ
ン
数
授
自
身
色
、
若
し
在
の
枇
舎
心

理
作
用
の
理
論
の
如
き
も
の
を
準
ば
れ
て
居
に
な
ら
ば
、
早
く
か
ら
高
田
博
士
と
同
様
な
見
解
に
到
達
さ
れ
て
居

た
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

今
高
田
博
士
の
慣
格
の
勢
力
設
は
、
同
博
士
山
か
幾
多
の
論
文
に
於
て
、
克
に
経
済
皐
新
講
第
二
忽
に
於
て
は
組

織
的
に
、
詳
し
〈
論
遇
さ
れ
て
居
る
も
の
に
し
て
、
此
慮
に
其
の
畢
設
に
就
て
特
に
過
べ
る
必
要
は
な
い
と
恩
ふ

か
ら
、
只
私
が
其
の
皐
誌
の
評
債
か
ら
、
ア
ア
タ
リ
オ
ン
敬
授
の
矯
替
心
理
設
の
評
債
に
移
り
行
〈
途
行
き
を
示

伶
替
心
理
説
評
債
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三
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六
巻

五
九
五

第
四
競
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四

す
に
必
要
と
考
へ
る
範
圏
内
に
於
て
、
極
筒
輩
に
述
べ
る
に
止
め
に
い
と
思
ふ
。
併
し
高
田
博
士
の
債
格
の
勢
力

オ
ノ
ヅ

設
の
内
容
は
、
随
分
と
複
雑
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
れ
の
異
瞳
を
掴
む
潟
め
に
は
、
白
か
ら
之
を
批
判
的
に
考

察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

高
田
博
士
の
債
格
の
勢
力
説
の
異
義
を
了
解
せ
ん
t

と
す
る
に
営
っ
て
、
吾
々
の
先
づ
第
一
に
遭
遇
す
る
困
難
は

同
博
士
の
勢
力
の
一
般
的
概
念
が
判
然
し
て
居
な
い
乙
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
夫
れ
が
矯
め
に
同
博
士
の
勢
力
の

概
念
を
暴
力
の
概
念
と
同
一
視
せ
ん
と
す
る
人
も
あ
る
様
で
あ
る
が
、
併
し
岡
崎
士
の
勢
力
の
概
念
は
そ
ん
な
粗

雑
な
も
の
で
な
く
、
一
献
禽
率
的
じ
精
親
さ
れ

τ居
る
も
め
で
あ
v
Z
こ
と
は
、
勢
力
ド
附
附
す
る
同
博
士
の
論
述
を

見
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
同
博
士
の
勢
力
の
概
念
は
ま
だ
吐
曾
準
的
に
十
分
に
精
練
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ

と
は
疑
は
れ
な
い
。
そ
れ
で
私
は
軌
近
績
々
現
は
れ
て
来
た

宮
山
内
宮
に
関
す
る
猫
逸
系
の
世
曾
撃
者
の
設
や
、

E
Zユ
尽
に
開
す
る
偽
蘭
西
系
の
枇
曾
準
者
の
詫
や
、

白色町一山一円。ロ

g
r
に
閲
す
る
英
米
の
枇
舎
率
者
の
設
な
ぞ

を
参
考
し
て
.
同
博
士
が
勢
力
の
概
念
念
十
分
融
曾
率
的
に
精
練
し
、
判
然
規
定
3
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

高
田
博
士
の
債
格
の
勢
力
説
の
異
義
を
了
解
せ
ん
'
と
す
る
に
営
っ
て
、
女
に
吾
々
の
遭
遇
す
る
岡
難
は
、
同
博

士
の
勢
力
の
分
類
に
判
然
し
な
い
勤
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
博
士
は
勢
力
を
先
づ
根
本
的
に
鰹
梼
的
勢
カ
と
、

極
端
何
外
的
勢
力
、
又
は
枇
曾
的
勢
力
、
又
は
「
固
有
の
意
義
に
於
け
る
世
舎
的
勢
力
」
左
に
大
別
し
、
雨
者
の
夫
れ

夫
れ
の
概
念
及
び
差
異
を
一
般
的
に
論
じ
て
、
左
の
如
〈
謹
べ
ら
れ
て
居
る
。

程
調
的
勢
力
k
云
ふ
は
、
一
一
財
の
提
供
に
よ
り
て
交
換
め
相
手

F
b
何
物
か
を
獲
得
し
得
る
能
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
常
に
、
財
の
健
供
に
件
な



ふ
力
で
あ
る
動
に
於
で
、
他
の
枇
曾
的
勢
力
か
ら
異
な
る
。
今
、
経
済
的
勢
カ
と
封
立
せ
し
め
丈
用
ふ
る
経
憐
外
的
勢
力
え
は
社
合
的
勢
力
主
一
耳

ふ
は
財
の
提
供
に
よ
b
ず
し
て
相
手
の
意
志
を
動
か
す
能
力
に
外
な
ら
ね
。
巨
富
を
擁
す
る
威
勢
と
い
へ
ど
も
ま
た
英
の
中
に
扇
ず
る
。

右
の
言
過
に
よ
り
て
考
へ
る
と
、
高
田
博
士
は
経
掛
的
勢
力
は
「
財
の
提
供
に
件
な
ふ
カ
で
あ
る
黙
に
於
て
、

他
の
枇
曾
的
勢
力
か
ら
異
な
る
」
と
云
ふ
こ
と
に
よ
り
て
、
経
掛
的
勢
力
を
一
一
衛
の
枇
曾
的
勢
力
と
認
め
ら
れ
て

居
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
然
る
に
一
方
に
於
て
は
右
の
如
f

、
仁
一
雄
掛
的
勢
力
を
本
来
一
の
枇
曾
的
勢
力
と
認
め

な
が
ら
、
他
方
に
於
て
は
経
梓
的
勢
力
に
封
立
す
る
と
云
は
れ
る
経
済
外
的
諸
勢
力
を
直
ち
に
枇
舎
的
勢
力
と
綿

鵬
し
て
、
府
か
も
経
備
的
勢
力
一
は
一
一
の
一
枇
曾
的
勢
力
で
は
な
い
ち
の
の
加
〈
に
論
じ
ら
れ
て
居
る
の
は

h

金
一
覧
に

つ
ま
り
都
桝
酌
一
枇
曾
的

勢
力
と
鰹
梼
外
的
世
合
的
勢
方
と
の
匡
別
を
意
味
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
同
博
士
の
異
意
を
正
営

一
の
矛
盾
が
あ
る
様
に
戚
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
私
は
同
博
士
の
立
て
ん
と
す
る
国
別
は
、

に
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
同
博
士
の
異
意
は
又
、
本
質
的
に
経
掛
的
勢
力
と
枇

舎
的
勢
カ
と
を
匝
別
せ
丘
と
す
る
黙
に
あ
る
様
に
も
解
せ
ら
れ
る
。
と
一
耳
ふ
の
は
同
博
士
は
粧
梼
的
勢
力
は
「
固

有
の
意
義
に
於
け
る
枇
舎
的
勢
力
」
で
は
な
い
様
仁
も
論
じ
ら
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
樫
静
的
勢
力
は
「
回

有
の
意
義
に
於
け
る
赴
曾
的
勢
力
」
或
は
本
来
枇
曾
的
勢
力
で
な
い
と
す
れ
ば
、
夫
れ
は
「
固
有
の
意
義
に
於
て

は
」
或
は
本
来
如
何
な
る
性
質
の
勢
力
で
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

山
問
ほ
高
田
博
士
は
、
経
済
的
勢
力
は
「
財
の
提
供
に
件
な
ふ
カ
で
あ
る
髄
に
於
て
、
他
の
世
舎
的
勢
力
か
ら
異

な
る
」
と
云
は
れ
て
居
る
が
、
然
、
ら
ぱ
財
の
提
供
に
件
な
ふ
一
切
の
枇
曾
的
勢
力
は
粧
持
的
力
で
あ
る
と
云
は
れ

然
替
心
理
説
評
償

第
一
一
-
十
六
巻

五
九
七

第
川
蹴

ヨ，.
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心
理
設
許
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第
三
十
六
巻

五
九
八

第
川
競

占ノ、

る
の
で
あ
ら
う
か
。
例
へ
ば
賄
賂
、
買
牧
等
の
如
〈
、
財
を
提
供
し
て
相
手
の
意
志
を
動
か
す
こ
と
も
、
ヤ
A
P

粧
掛
的
勢
力
で
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
若
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「

E
富
を
擁
す
る
も
の
の
威
勢
」
も
ヤ
A
P
鮭
梼

的
勢
力
と
一
エ
は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
抑
々
「

E
富
を
擁
す
る
も
の
」
は
何
故
に
威
勢
含
有
す
る
の

で
あ
る
か
。
或
は
何
故
に
人
々
が
「

E
富
市
佐
擁
す
る
も
の
」
を
貧
敬
し
.
又
か
か
る
人
に
服
従
す
る
の
で
あ
る
か
。

是
れ
か
か
る
人
は
何
時
で
も
、
亦
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
，
他
人
に
財
金
提
供
し
得
る
が
矯
め
で
あ
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
如
何
に

E
富
を
擁
す
る
も
、
公
盆
の
矯
め
や
惑
善
の
矯
め
に
財
を
握
供
し
な
い
人
は
、
古
来
威
勢

を
有
し
な
い
で
は
な
い
か
。
似
し
高
田
博
士
一
か
財
の
提
供
と
一
五
は
れ
る
の
は
、
只
変
棋
の
斜
め
仁
市
場
に
財
を
提

供
す
る
場
合
に
於
け
る
提
供
を
、
意
味
す
る
に
け
の
も
の
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
上
過
の
諸
疑
問
は
起
ら
な
い
。

併
じ
夫
れ
と
同
時
に
、
只
か
か
る
場
合
に
作
用
す
る
力
、
或
は
吐
曾
的
勢
カ
の
み
を
、
特
に
艦
掛
的
勢
力
と
輯

b
、
夫
れ
以
外
の
場
合
に
作
用
す
る
経
掛
的
勢
力
は
、
金
〈
存
在
し
な
い
も
の
の
如
く
に
論
じ
ら
れ
て
居
る
の
は
、

あ
ま
り
に
軽
梼
的
勢
力
の
概
念
を
挟
〈
限
定
し
過
ぎ
、
一
般
に
一
枇
曾
率
ぞ
始
め
一
切
の
一
肱
舎
科
準
に
於
て
政
治
的

勢
力
、
宗
教
的
勢
力
、
倫
理
的
勢
力
等
々
に
脅
し
て
極
構
的
勢
力
な
る
も
の
を
認
め
る
場
合
に
、
大
な
る
不
便
を
生

じ
、
思
想
の
混
乱
を
起
し
は
し
ま
い
か
。
高
田
博
士
自
身
も
鰹
梼
的
勢
力
の
概
念
を
常
に
上
に
謹
べ
し
が
如
き
狭

義
に
用
ひ
ら
れ
て
居
な
い
こ
と
は
、
債
格
の
勢
カ
設
を
論
述
さ
れ
て
居
る
其
の
場
合
に
就
て
見
る
も
朋
白
で
J

の

る
。
其
の
一
例
を
あ
ぐ
れ
ば
、
同
博
士
は
経
持
外
的
勢
力
又
は
枇
曾
的
勢
力
又
は
「
固
有
の
意
義
に
於
け
る
融
合

的
勢
力
」
を
、
経
掛
的
勢
力
か
ら
異
な
り
、
之
れ
と
封
立
す
る
も
の
と
し
て
、
・
稿
々
詳
し
〈
論
越
さ
れ
る
場
合
仁
、



之
ぞ
「
組
織
せ
ら
れ
た
る
枇
舎
的
勢
力
」
と
、
「
未
行
組
織
せ
ら
れ
玄
る
世
舎
的
勢
力
」
'
と
に
大
別
し
、
ぞ
う
し
て
未

r組
織
せ
ら
れ

F
る
世
曾
的
勢
力
と
は
、
「
個
人
聞
の
相
互
作
用
の
聞
か
ら
形
成
せ
ら
れ
、
ま
(
の
中
に
存
在
す
る
」

も
の
と
解
し
、
夫
れ
に
於
け
る
優
越
の
根
擦
と
な
っ
て
居
る
も
の
を
分
析
し
て
、
「
判
優
越
せ
る
も
の
に
分
配
せ
ら

れ
た
る
組
織
せ
ら
れ
れ
い
る
勢
力
の
大
3
、
制
彼
の
宮
、
印
ち
劃
組
側
附
劃
刻
、
川
個
人
的
な
る
優
勝
の
能
カ
、
及

び
他
人
を
ば
、
悼

mH的
に
、
神
威
的
に
服
従
せ
し
な
る
諸
保
件
」
を
列
奉
さ
れ
て
居
る
o

そ
う
し
て
夫
れ
に
よ
り

て
考
へ
る
左
、
高
田
陣
士
は
「
宮
町
ち
益
輝
掛
的
勢
力
」
を
、
経
沸
的
勢
力
か
ら
異
な
り
、
之
れ
と
罰
立
す
る
一
枇
曾

的
勢
力
の
一
枚
懐
と
認
め
ら
れ
て
居
る
ご
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
併
し
夫
れ
は
又
財
の
提
供
に
伴
な
ム
カ
と
し
て
、

一
枇
曾
的
勢
力
か
ら
匝
別
5
れ
、
之
れ
L
し
封
立
す
る
も
の
と
武
は
れ
る
都
桝
的
勢
力
と
は
仰
山
な
れ
る

h

経
掛
的
勢
力

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
、
明
か
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

只
以
上
筒
軍
に
遁
べ
し
だ
け
に
よ
り
て
も
察
知
さ
れ
る
加
〈
、
高
田
博
士
の
経
梼
的
勢
力
の
概
念
に
は
判
然
し

な
い
賠
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
夏
に
同
博
士
一
か
夫
か
ら
異
な
り
、
夫
れ
と
劉
立
す
る
と
認
め
ら
れ
て
居
る

鰹
構
外
的
勢
力
又
は
枇
曾
的
勢
力
、
又
は
「
固
有
の
意
義
に
於
け
る
枇
舎
的
勢
力
」
の
概
念
に
至
つ
て
は
、
其
の
範

園
の
甚
だ
慶
大
な
る
が
矯
め
、
一
層
不
明
な
結
が
多
い
と
思
は
れ
る
。
併
し
此
慮
で
は
最
早
其
の
概
念
に
就
て
論

述
し
て
居
る
暇
は
な
い
か
ら
、
敢
て
論
及
せ
十
に
置
き
、
只
高
田
博
士
が
債
格
の
勢
力
説
を
科
率
的
、
論
理
的
に

十
分
基
礎
附
け
ら
れ
る
矯
め
に
、
業
等
の
基
本
的
諸
概
念
を
十
分
に
精
練
し
、
調
整
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
に

止
め
、
是
れ
よ
り
同
博
士
の
債
格
の
勢
力
説
の
異
髄
を
究
明
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。

矯
替
心
理
説
評
債

第
三
十
六
巻

五
九
九

第
四
務

七
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心
理
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六
巻
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今
高
田
博
士
が
特
に
慣
格
の
勢
力
設
を
論
遇
さ
れ
て
居
る
場
底
行
け
b
n
二
見
す
る
と
、

同
博
士
は
会
〈
或
は
根

本
的
に
は
鰹
梼
的
勢
力
及
び
枇
曾
的
勢
力
の
み
に
よ
り

τ、
債
格
を
説
明
ぜ
ん
と
さ
れ
て
居
る
も
の
の
如
〈
戚
じ

ら
れ
る
。

3
れ
ば
ア

1
モ
ン
数
授
も
、
高
田
博
士
に
詑
ら
れ
町
、
書
簡
中
に
左
の
如
〈
遁
べ
ら
れ
て
居
る
。
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右
の
ア

1
モ
ン
散
授
の
批
評
に
劃
し
て
、
高
田
博
士
は
「
艇
持
率
新
講
」
第
二
容
の
自
序
中
に
左
の
却
の
云
は
れ

て
居
る
。

こ
れ
は
本
書
附
録
第
二
章
「
債
絡
の
勢
力
説
」
に
劃
し
て
加
九
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
此
の
批
評
の
道
理
あ
る
と
と
主
思
ふ
。
本
書
白

・1
h
部
分
に
於
て
は
、
か
ふ
る
批
評
の
加
は
ら
ざ
る
宇
う
に
、
戒
心
し
て
論
述
し
た
ワ
屯
り
で
あ
る
。

向
ほ
高
田
博
士
ー
は
同
書
の
中
に

マ
J

シ
ヤ
ル
に
あ
り
で
は
需
要
の
側
が
限
界
効
用
に
よ
り
て
、
供
給
の
側
が
究
極
に
於
で
腕
労
働
白
書
痛
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
な
は
需
要

の
側
を
支
闘
す
る
原
理
由
限
界
効
用
に
存
す
る
己
と
を
ま
づ
認
め
て
ゆ
か
う
。
而
も
、
忍
は
供
給
の
側
を
|
|
少
た
〈
も
競
争
の
十
分
な
る
場

合

l
l決
定
す
る
も
の
が
枇
曾
的
勢
力
に
あ
り
と
見
る
。
此
白
意
味
に
於
て
、
債
格
決
定
の
人
的
方
面
に
存
す
る
悶
子
と
し
て
は
一
方
に
効
用
、

他
方
に
枇
曾
的
勢
力
の
二
を
封
立
せ
し
め
る
。
花
の
債
絡
の
勢
力
設
は
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
を
謹
べ
よ
う
と
は
思
は
な
い
。



左
越
べ
ら
れ
て
-
居
る
。
し
て
見
る
と
高
田
博
士
は
ア

1
モ
ン
数
授
の
批
評
を
承
認
し
、
債
格
は
只
勢
力
の
み
に
よ

ち
て
決
定
さ
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
な
く
、
債
値
原
理
と
勢
力
原
理
と
の
雨
者
の
作
用
に
よ
り
て
決
定
さ
れ
る

も
の
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
高
田
博
士
が
債
格
の
勢
力
設
を
論
過
し
て
居
ら
れ
る
虞

rけ
を
見
る
と
、
債
格
は
根
本
的
に
は
殆
ん
ど
全
〈
勢
力
に
よ
り
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
主
張
さ
れ
る
が
如
き
印

象
皆
、
漬
者
に
奥
へ
る
の
で
あ
る
。
保
ら
ぱ
何
故
に
同
博
士
の
慣
格
の
勢
力
説
の
論
堪
は
、
同
博
士
の
真
意
で
な

い
も
の
を
同
博
士
の
思
想
で
あ
芯
が
如
、
さ
印
象
を
、
請
者
に
輿
へ
る
の
で
あ
る
か
。
要
す
る
ド
夫
れ
は
つ
ま
り
、

同
博
士
は
債
格
の
勢
力
説
の
諭
過
に
於
て
は
、
債
格
を
決
定
す
る
最
後
の
困
素
と
し
て
の
生
産
手
段
の
債
格
を
決

広
す
る
最
機
mw
胤
閃
を
概
況
す
の
ふ
矯
め
ド
ト
専
ら
カ
vf
拙
い
で
照
ら
れ
る
か
ら
れ
で
は
あ
る
ま
レ
か
。

今
高
田
博
士
の
債
格
の
勢
力
設
の
論
述
に
就
て
考
へ
る
と
、
同
博
士
は
「
債
格
を
根
本
的
に
決
定
す
る
色
の
」
が

あ
る
と
確
信
さ
れ
て
居
る
様
で
あ
る
。
そ
う
し
て
か
か
る
確
信
の
方
法
論
的
原
理
を
左
の
如
〈
遁
べ
ら
れ
て
居

ゆ
心
。

完
成
財
の
需
要
数
量
、
そ
の
供
給
敷
量
、
そ
の
債
格
、
生
産
財
の
債
格
、
生
産
財
の
各
完
成
財
の
生
産
へ
の
割
首
、
こ
れ

b
は
す
べ
で
相
互
依

存
の
閥
係
に
立
ち
、
相
互
に
決
定
し
、
従
ひ
で
同
時
に
決
定
せ
ら
る
L
未
知
数
と
し
て
取
扱
は
る
可
き
も
の
で
あ
る
と
主
、
前
漣
の
湿
り
で
あ
る
。

然
れ
ど
も
此
の
複
雑
な
る
相
互
的
決
定
機
構
の
綱
の
中
に
あ
り
で
、
一
ナ
ぢ
特
に
大
奇
〈
貫
け
る
中
軸
白
一
線
は
な
い
か
、
換
言
す
れ
ば
債
品
帽
を
根

本
的
に
決
定
し
で
ゐ
る
も
の
は
な
い
か
。
債
格
が
他
の
未
知
数
と
換
に
、
互
に
宥
接
な
る
依
存
の
関
係
に
立
ワ
こ
と
を
認
む
る
に
し
て
も
、
た
ほ

此
白
問
題
は
提
起
せ
ら
れ
得
る
。
祉
含
現
象
は
す
べ
て
相
互
作
用
、
相
互
制
約
の
関
係
に
立
ち
な
が
ら
、
な
ほ
常
に
、
そ
の
一
に
劃
し
て
何
れ
が

原
因
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
の
許
き
る
ふ
以
上
、

E
D
問
題
の
提
起
は
賞
然
に
許
さ
る
可
き
事
柄
で
あ
る
。

右
の
思
想
は
高
田
博
士
の
枇
舎
皐
及
び
鰹
梼
皐
を
常
に
貫
通
し
て
居
る
、
方
法
論
的
一
原
理
で
あ
る
と
思
は
れ

鴬
替
心
理
説
評
慎

第
二
一
十
六
巻

大

O

第
四
披

九



府
け
替
心
理
説
許
償

第
三
十
六
巻

ノ、

O 

第
四
披

O 

る
。
ぞ
う
し
て
従
来
の
吐
曾
串
や
従
来
の
経
済
皐
に
あ
り
で
は
、
同
博
士
の
云
は
れ
る
如
く
、
「
赴
曾
現
象
は
す
べ

て
相
互
作
用
、
相
互
制
約
の
闘
係
に
立
ち
な
が
ら
、
な
ほ
常
に
、
そ
の
一
に
封
し
て
何
れ
が
原
因
で
あ
る
か
を
考

察
す
る
こ
と
の
詐
き
る
る
も
の
」
と
信
じ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
一
冗
来
因
果
の
概
念
、
最
密
に
一
耳
へ
ば
一
方
的
因

果
聞
係
の
概
念
は
人
聞
が
原
始
時
代
か
ら
抱
い
て
居
る
も
の
に
し
て
、
ぞ
う
し
て
カ
ン
ト
が
、

一
方
的
因
果
聞
係

の
外
に
相
互
的
関
係
を
悟
性
の
一
の
濁
立
な
る
鮪
轄
と
し
て
設
定
し
、
又
へ

1
ゲ
U
F

は
相
互
的
闘
係
を
一
方
的
因

果
関
係
以
上
の
高
等
な
る
思
惟
の
一
節J

鴫
と
認
め
た
に
係
ら
中
、
近
頃
に
至
る
ま
で
は
、
艇
で
科
串
ほ
結
局
は
一

方
的
問
果
関
係
を
究
明
す
あ
こ
と
診
も
武
一
の
根
本
的
任
耕
L止
な
す
・
も
の
の
動
く
に
考
へ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

か
〈
て
一
切
の
祉
曾
科
事
が
取
扱
ふ
が
如
き
相
互
作
用
、
相
互
制
約
の
甚
だ
複
雑
な
る
現
象
に
あ
り
て
も
、
ヤ
A

リ
結
局
は
之
を
「
根
本
的
に
決
定
し
て
ゐ
る
も
の
」
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
ぞ
う
し
て
一
切
の
祉
舎
現
象
の
科
率

的
研
究
は
、
つ
ま
り
其
の
「
根
本
的
に
決
定
し
て
居
る
も
の
」
営
費
見
し
或
は
洞
見
す
る
こ
と
を
、
最
後
の
任
務
と

な
寸
可
き
も
の
の
如
く
考
へ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
在
は
上
越
の
高
田
博
士
の
論
過
を
見
て
特
に
興
味
を
戚
じ

て
憶
ひ
起
し
た
こ
と
は
、

エ
ン
グ

Y
ス
が
晩
年
に
至
っ
て
唯
物
史
観
の
根
本
原
理
を
寛
和
し
て
遮
ぺ
だ
言
葉
で
あ

る
。
彼
は
千
八
百
九
十
年
に
プ
官
ツ
ホ
に
迭
れ
る
書
簡
中
に
「
唯
物
史
観
に
従
へ
ば
、
歴
史
に
於
げ
る
最
後

(
最
後
の

審
制
内
所
に
於
て
)
の
規
定
的
契
機
は
現
質
的
生
活
の
生
産
及
び
再
生
産
で
あ
る
。
夫
れ
以
上
は
?
u
y

ク
ス
色
自
分
も
嘗

て
主
張
し
た
こ
と
が
な
い
」
左
云
ひ
、
又
千
八
百
九
十
四
年
に
シ
ュ
タ
Y

ケ
ン
プ
Y
ク
に
遣
れ
る
書
簡
の
中
に
「
政

治
的
、
法
律
的
、
哲
率
的
、
宗
敢
的
、
文
皐
的
、
事
術
的
等
々
の
畿
達
は
経
梼
的
後
遺
に
基
い
て
居
る
。
併
し
等
綿
て
其



の
後
遣
は
又
相
互
に
、
更
に
鰹
神
的
土
豪
に
反
動
す
る
。
決
し
て
只
鰹
情
的
状
鵡
の
み
が
能
働
的
な
原
因
に
し
で
、

組
て
の
他
の
も
の
は
只
受
働
的
結
果
に
過
ぎ
な
い
と
云
ふ
の
で
な
い
。
し
か
も
相
互
作
用
は
最
後
(
最
後
白
審
判
所
に

於
て
)
に
は
常
に
白
か
ら
己
を
貫
徹
す
る
経
済
的
必
然
性
を
基
礎
と
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
」
k
遁
ペ
で
居
る

3

今
日
の
枇
曾
皐
者
中
に
も
、
エ
ン
グ
U
Y

ス
や
高
田
博
士
と
同
様
な
方
法
論
的
原
理
を
遵
奉
し
て
枇
舎
皐
や
一
研
究

し
て
居
る
人
々
は
少
な
〈
な
〈
、
又
敷
準
的
経
持
率
に
於
て
き
へ
も
7
Y
-
7
よ
り
バ
レ
ト
の
「
マ
ヌ
ア
レ
」
へ
の
費

展
を
無
視
し
、
或
は
故
意
に
ワ
グ
ラ
ヘ
周
一
決
り
せ
ん
L
L
す
る
人
々
も
あ
る
が
、
併
し
今
日
の
科
聞
曜
論
或
は
科
鼠
平
方

法
論
の
準
歩
を
よ
く
了
解
し
て
居
る
枇
合
勝
者
や
経
時
間
噌
者
法
、
決
し
て
枇
命
日
間
半
に
於
て
も
、
亦
鰹
神
蹴
中
に
於
て

も
、
最
後
の
原
因
或
は
根
本
的
原
因
を
探
究
せ
ん
と
す
る
炉
如
き
、
哲
率
的
或
は
形
而
上
準
的
欲
求
営
、
科
準
の

研
究
に
持
ち
込
ま
な
い
で
め
ら
う
と
思
は
れ
る
。
山
川
ほ
此
の
貼
に
就
て
吾
々
の
最
と
も
注
目
す
可
き
は
、
今
日
物

理
皐
の
最
尖
端
を
行
〈
と
云
は
れ
る
新
量
子
力
撃
に
於
て
は
、
顕
微
鏡
的
現
象
も
ヤ
A

リ
統
計
的
確
率
的
法
則
の

支
配
を
受
け
、
原
因
に
閥
係
な
き
も
の

(
P
5
5
3
と
認
め
ら
れ
、

新
物
理
皐
は
プ
ラ
ン
ク
の
常
数

h

の
跳
梁
す

る
領
域
に
し
て
、
吾
人
の
凡
て
の
測
定
は
結
局
は
光
と
電
子
と
の
相
互
作
用
に
蹄
き
れ
、
従
ふ
て
作
用
景
子
が
開

奥
し
来
り
、
測
定
封
象
と
測
定
と
の
聞
の
小
さ
な
、
し
か
し
有
限
な
相
互
作
用
が
あ
り
、
此
慮
に
一
の
相
封
論
が

起
る
と
云
は
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
普
遍
的
必
然
的
な
因
果
法
則
仁
よ
り
て
支
配
さ
れ
、
最
密
に
敷
撃
的

に
測
定
し
得
ら
れ
る
と
き
へ
考
へ
ら
れ
て
居
た
物
理
的
自
然
現
象
に
於
て
寸
ら
え
ー
や
右
に
過
ぺ
し
が
如
き
一
見
解

が
勢
力
を
振
ふ
て
居
る
と
す
れ
ば
、
複
雑
極
ま
り
な
き
赴
曾
現
象
に
於
て
「
最
後
に
は
常
に
白
か
ら
己
を
貫
徹
す

鴛
替
心
理
説
評
倶

第
三
十
六
巻

六
O

第
四
競



然
替
心
理
設
許
使

第
三
十
六
巻

穴

O
問

第
四
披

る
も
の
」
と
か
、
「
根
本
的
に
決
定
し
て
居
る
も
の
」
と
か
や
探
究
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
哲
皐
的
或
は
形
市
上
率

的
思
惟
に
於
て
は
と
に
か
く
も
、
科
率
的
思
惟
に
於
て
は
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
か
。

併
し
右
に
述
べ
し
方
法
論
的
問
題
は
と
に
か
く
と
し
て
、
高
田
博
士
は
「
複
雑
な
る
相
互
的
決
定
機
構
の
綱
の

中
に
あ
り
て
、

一
す
ぢ
特
に
大
手
〈
貫
け
る
中
軸
の
糸
」
、
「
換
言
す
れ
ば
債
格
を
根
本
的
に
決
定
し
て
居
る
も
の
'
」

を
求
め
て
、
之
を
生
産
財
の
債
格
に
於
て
護
見
し
、
「
生
産
財
債
格
の
本
原
性
」
、

す
る
も
の
は
生
産
財
の
債
格
で
あ
る
こ

t
」
を
認
め
ら
れ
、
そ
う
し
て
左
の
如
く
論
じ
ら
れ
て
居
る
。

「
債
格
の
最
後
の
決
定
躍
を
有

「
理
論
的
に
見
て
、
首
-
制
K
前
拐
、
と
喧
色
ホ
な
け
れ
ば
な
Ld
胞
も
の
は
、
生
産
手
段
の
債
格
と
云
ふ
因
子
で
あ
る
九
「
完
成
財
の
債
格
は
生
産

手
段
の
債
格
を
決
定
す
る
ζ

と
は
出
来
ぬ
、
寧
ろ
前
者
が
後
者
を
前
提
止
す
る
と
凡
る
可
骨
で
あ
る
。
血
(
へ
ら
れ
た
る
憤
値
画
数
、
即
ち
需
要
画

取
の
一
白
組
織
は
技
術
係
数
の
却
何
に
上
り
て
生
産
手
段
債
格
の
種
々
た
る
組
織
に
相
感
じ
、
そ
れ
と
相
共
に
存
立
す
る
と
と
が
出
来
る
。
而
し

て
、
此
白
技
術
係
致
は
そ
れ
自
憶
、
生
産
手
段
債
格
の
組
織
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
ふ
も
の
で
あ
る
」
。
「
生
産
手
段
の
債
格
は
第
一
吹
的
に
、
而

し
て
木
原
的
に
決
定
せ
ら
れ
て
あ
7
b
な
け
れ
ば
な
ら
ね
」
。

然
ら
ぱ
本
原
的
に
決
定
さ
れ
て
居
る
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
は
れ
る
芸
の
生
産
手
段
の
債
格
は
、
如
何
に
し
て
訣

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
。
博
士
は
「
畢
寛
そ
れ
が
勢
力
闘
係
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
云

は
れ
て
居
る
。
然
ら
ぱ
其
の
勢
力
闘
係
は
何
に
よ
り
て
決
定
さ
れ
る
か
。
そ
れ
は
先
づ
博
士
が
さ
き
に
述
べ
し
が

如
き
意
味
に
解
き
れ
て
居
る
極
端
掛
的
勢
力
に
よ
り
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
博
士
は
更
に
其
の
粧
梼

的
勢
力
を
幾
多
の
種
類
に
匝
別
し
て
論
究
主
れ
て
居
る
が
、
結
局
之
を
決
定
す
る
も
の
は
、

ヤ

A
Y
博
士
が
先
き

に
越
え
し
が
如
き
意
味
に
解
き
れ
る
粧
構
外
的
勢
力
、
又
は
枇
曾
的
勢
力
、
又
は
「
固
有
の
意
義
に
於
げ
る
一
祉
曾



段
勢
力
」
で
あ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
博
士
の
考
へ
に
よ
れ
ば
、
債
格
形
成
の
根
本
的
決
匙
因
素
と
し
て
の
生
産
手

決
の
債
格
は
、
営
面
に
は
経
済
的
勢
力
に
よ
り
て
、
次
に
は
更
に
枇
曾
的
勢
力
に
よ
り
て
、
二
重
に
勢
力
に
よ
り
て

的
定
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
夫
れ
に
よ
り
て
博
士
が
債
格
の
勢
力
設
を
大
に
重
要
視
さ
れ
る
所
以
は
、
明
か
に
了

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
右
に
遁
ベ
し
如
く
に
、
高
田
博
士
が
「
根
本
的
に
は
生
産
手
段
の
債
格
は
(
直
接
に
は
皐
純
な
る
経
一
情
的
勢
力
に
よ
り
て

ピ
あ
る
が
、
間
擁
に
は
即
ち
究
極
に
於
て
は
)
経
時
外
的
努
力
に
よ
り
て
定
ま
る
外
ば
な
い
」
と
論
じ
て
居
ら
れ
る
こ
左
日

就
て
、
夫
れ
が
同
博
士
の
枇
曾
率
論
に
封
し
て
如
何
な
る
方
法
論
的
意
義
を
有
す
る
か
を
、
随
手
に
少
し
く
論
巴

τ

置
き
に
レ
と
思
ふ
。
夫
れ
債
格
形
成
の
根
本
的
或
は
最
後
の
決
定
因
素
と
し
て
の
生
産
手
段
の
慣
格
は
「
究
極
に
於

て
は
」
「
軽
油
開
外
的
勢
力
又
は
枇
舎
的
勢
力
」
又
は
「
固
有
有
意
義
に
於
る
け
枇
舎
的
勢
力
」
に
よ
り
て
定
ま
る
も
の

と
す
れ
ば
、
経
済
皐
は
夫
れ
自
身
の
範
園
或
は
範
域
内
に
於
て
.
債
格
形
成
の
究
極
的
原
因
を
究
明
し
得
な
い
と
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
経
済
外
的
勢
力
又
は
枇
曾
的
勢
力
、
又
は
固
有
の
意
義
に
於
け
る
枇
舎
的
勢
力
を
組
織

的
に
詳
し
く
深
〈
研
究
す
る
こ
と
は
、
経
済
墜
特
有
の
課
題
と
認
め
ら
る
可
き
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
う
し
て
是
れ
卸
ち
同
博
士
一
炉
、
一
世
曾
的
勢
力
を
経
持
準
の
範
園
内
に
あ
り
で
は
組
織
的
に
詳
し
〈
深
く
論
究

さ
れ
歩
、
只
ほ
ん
の
一
般
的
に
又
或
意
味
で
は
粗
雑
に
論
述
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
居
る
所
以
で
あ
ら
う
と
思
は
れ

る
。
然
ら
ば
今
鰹
湾
外
的
勢
力
、
剖
ち
枇
舎
的
勢
力
宇
佐
組
織
的
に
詳
し
〈
深
く
研
究
す
る
は
、
如
何
な
る
枇
曾
科
事

で
め
る
可
き
か
と
一
五
へ
ば
、
夫
れ
は
法
率
、
政
治
準
、
倫
理
率
、
宗
教
事
、
主
他
何
れ
の
特
殊
枇
舎
科
準
で
も
な
く
、
一

傍
替
心
理
説
評
債

第
一
二
十
大
巻

中ハ

O
五

第
四
放



得
替
心
理
設
許
使

第
三
十
六
巻

六
O
六

第
四
放

回

般
的
批
舎
科
皐
と
し
て
の
枇
曾
単
で
め
る
可
き
で
あ
る
と
考
へ
る
の
は
、
最
と
も
穏
営
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

然
る
に
高
田
博
士
の
如
く
、
ジ
ム
メ
U
F

の
枇
舎
皐
論
を
祖
述
し
て
、
融
曾
撃
は
他
の
総
て
の
一
枇
曾
科
撃
と
同
位

に
あ
る
一
の
特
殊
世
曾
科
皐
或
は
個
別
枇
曾
科
事
に
し
て
、
他
の
一
切
の
枇
舎
諸
科
率
が
特
殊
枇
曾
科
皐
で
あ
る

に
劃
し
て
、
其
の
一
般
的
基
礎
現
象
を
研
究
す
る
一
般
的
批
舎
科
率
で
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
に
於
て
は
、
枇
曾

的
勢
力
を
組
織
的
に
詳
し
く
又
深
〈
研
究
す
る
科
事
は
存
在
し
な
い
こ
'
と
に
な
っ
て
仕
舞
ふ
恐
れ
が
あ
芯
。
併
し

か
か
る
科
準
は
現
買
に
存
在
す
る
の
で
、
そ
う
し
て
夫
れ
が
却
ち
枇
曾
与
で
あ
る
と
見
る
に
於
て
は
、
か
か
る
吐

F

L
・
-
'
l
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L
t
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ミ
J
t
1
j
L
L
F
t
1
t
h
:
す
/
:
、

J
E旬、，
t

』

r
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u
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G
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t
w
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一
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j
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司

司

恥

凡

9

日目
T
m
d
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1
J
d
y
-
-
J
コ
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1
I
L
t

荘
一
か
枇
曾
撃
は
一
般
的
枇
舎
科
事
で
あ
る
と
主
張
す
る
一
方
面
は
、
右
の
如
き
事
態
'
グ
卓
品
味
す
る
も
の
に
外
な
ら

な
い
。
か
〈
て
高
田
博
士
は
融
合
準
論
に
於
て
は
、
一
枇
曾
準
を
一
の
特
殊
枇
舎
科
血
中
と
し
て
、
他
の
総
て
の
枇
曾

科
準
と
同
位
に
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
に
係
ら
令
、
鰹
持
率
に
於
て
は
、
少
な
く
も
在
の
云
ふ
意
味
で
世
曾
血
中

が
二
般
的
枇
曾
科
手
で
あ
る
こ
と
を
買
際
上
謹
明
さ
れ
て
居
る
の
で
な
い
か
左
思
は
れ
る
。
但
し
在
は
更
に
枇
曾

串
は
一
切
の
特
殊
世
舎
科
皐
の
結
果
を
緯
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
意
味
に
於
て
も
、
之
を
一
般
的
世
舎
科
摩

で
め
る
L
」
考
へ
る
の
で
め
る
。
併
し
夫
れ
は
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
ナ

1
や
バ

1
Y
ト
や
其
他
停
来
の
枇
曾
準
に
於
て
、

枇
曾
皐
を
総
合
的
世
曾
科
皐
或
は
普
遍
的
科
串
と
見
る
の
と
は
異
な
れ
る
意
味
に
於
て
で
あ
る
こ
と
や
、
又
在
が

此
の
場
合
に
用
ひ
て
居
る
総
合
と
云
ふ
概
念
の
精
確
な
意
味
に
就
て
は
、
本
雑
誌
に
於
て
さ
き
に
公
に
せ
る
在
の

論
文
「
組
合
一
吐
曾
準
概
念
」
ぞ
会
一
考
さ
れ
た
い
。

前
ほ
在
は
高
田
博
士
の
憤
格
の
勢
力
説
、
及
び
之
れ
に
聯
関
し
て
上
に
謹
べ
し
が
如
ぺ
に
見
定
め
ら
れ
ろ
枇
曾



血
中
と
軽
油
開
準
と
の
聞
係
に
就
て
、
此
慮
に
少
し
く
述
べ
て
置
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
夫
れ
は
グ
品

Y
ケ
ム
枇
曾
皐

振
の
経
済
皐
者
シ
ミ
ア
ン
博
士
(
『
E
1
0
2
5
5
5
が
、
千
八
百
九
十
九
年
に
「
形
而
上
皐
及
び
倫
理
皐
評
論
」
に
公

に
せ
る
論
文
を
始
め
、
「
吐
舎
皐
年
誌
」
に
於
て
公
に
せ
る
幾
多
の
経
掛
鼠
平
方
法
論
上
の
諸
論
文
を
蒐
集
し
て
、
千

九
百
十
二
年
に
出
版
せ
る
論
文
集

F
E主
H
E
m
-
5
2一〈巾

2
出向一閃コ門町

巾円。
=cHH]-ρ=目

に
於
て
、
高
田
博
士
の

債
格
の
勢
力
説
、
及
び
枇
曾
準
左
粧
掛
率
と
の
開
係
に
闘
す
る
見
解
と
、
買
質
的
に
は
大
関
上
似
て
居
る
見
解
ぞ

慨
に
費
表
し
て
居
に
こ
と
で
あ
る
o
V

ミ
ア
ン
博
士
は
同
書
中
漢
太
利
探
及
び
数
皐
仮
の
方
法
論
の
批
判
に
於
て
、

鑑
神
的
均
衡
の
方
荘
式
膿
系
に
就
て
、
高
田
陣
士
の
批
判
に
似
て
居
る
が
、
併
し
一
層
徹
底
的
に
突
込
み
て
、
建

に
は
訴
の
無
致
カ
な
る
そ
指
輸
し
、
一
見
い
じ
憤
絡
の
形
成
を
個
人
心
理
率
的
仁
根
本
的
仁
一
説
明
す
る
こ
左
め
不
可
能

性
を
誼
示
し
て
限
界
効
用
設
を
排
尿
し
、
債
格
は
ツ
マ
リ
ノ
只
集
圏
意
識
の
所
産
と
し
て
の
み
、
卸
ち
一
の
集
固
表

象
と
し
て
の
み
、
正
営
に
設
明
し
得
ら
る
可
き
も
の
な
る
を
論
謹
せ
ん
と
し
て
居
る
。
(
木
雑
誌
昭
和
六
年
間
月
放
の
拙

稿
「
鍛
撃
的
経
済
一
撃
の
論
理
的
構
造
の
批
判
」
(
三
)
零
芝
然
る
に
グ
ュ

Y
ケ
ム
枇
曾
車
一
点
の
集
国
意
識
な
る
も
の
は
、
佃
人

意
識
に
劃
レ
て
外
在
的
に
し
て
、
そ
う
し
て
之
を
強
制
す
る
こ
止
を
外
部
的
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
債

格
は
結
局
集
圏
意
識
の
所
産
で
あ
る
と
一
五
ふ
こ
と
は
、
つ
ま
り
は
高
田
博
士
が
債
格
は
結
局
枇
曾
的
勢
力
或
は
「
固

有
の
意
義
に
於
け
る
一
枇
曾
的
勢
力
」
の
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
一
五
は
れ
る
の
と
、
大
韓
上
一
致
し
て
居
る
の
で

め
る
。
併
し
集
囲
意
識
を
宛
か
も
奥
ら
へ
れ
た
る
一
金
曜
の
如
〈
に
見
て
、
業
の
形
成
の
過
程
を
詳
し
く
分
析
し

て
究
明
し
よ
う
と
は
し
な
い
の
が
、
グ
ュ

Y
ケ
ム
枇
曾
準
抵
の
一
傾
向
で
あ
る
か
ら
、
ジ
ミ
ア
ン
博
士
も
如
何
に

し
て
集
圏
意
識
が
結
局
債
格
?
産
出
高
は
形
成
す
る
か
を
、
或
は
債
格
と
云
ふ
集
閏
表
象
が
加
何
に
し
て
形
成
さ

鴛
替
心
理
説
許
償

第
三
十
六
巻

大

O
七

第
四
時
瑞

ごh



海
替
心
理
説
評
償

第
一
一
一
十
六
巻

六
O
A

第
四
減

ム

ノ、

れ
る
か
を
詳
し
〈
究
明
し
よ
う
と
し
て
居
な
い
。
か
〈
て
此
の
方
面
か
ら
見
れ
ば
高
田
博
士
の
世
曾
的
勢
力
説
は
、

ジ
ミ
ア
ン
博
士
の
見
解
を
更
に
詳
し

t
分
析
的
に
凌
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
と
見
倣
し
得
ら
れ
忍
の
で
あ
る
。

但
し
私
は
決
し
て
、
高
田
博
士
の
設
は
ジ
ミ
ア
ン
博
士
の
読
を
梢
々
詳
し
く
展
開
き
ぜ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
と

云
ふ
の
で
な
い
。
高
田
博
士
は
ジ
ミ
ア
ジ
博
士
の
設
を
知
ら
守
し
て
、
調
創
的
に
白
設
を
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
私
自
身
も
保
誼
す
る
一
人
で
あ
る
。
割
払
は
此
底
に
只
、
鰹
糟
皐
の
理
論
の
塵
史
的
後
蓮
の
全
鯉
的
考

容
の
上
か
ら
見
て
、
高
田
博
士
の
読
の
準
史
的
向
来
を
探
究
す
る
に
於
て
は
、
夫
れ
は
ト
ム
に
過
ぺ
し
加
〈
に
、

~/ 

ミ
ア
ン
博
士
の
設
と
結
び
附
け
て
考
察
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
指
示
せ
ん

E
す
る
だ
け
で
あ
る
。

併
し
高
田
博
士
の
一
世
曾
準
は
、
ヅ
品

Y

ケ
ム
の
融
合
準
と
気
服
を
過
中
る
勤
が
少
な
く
な
い
震
め
で
も
あ
ら
う

が
、
同
博
士
の
証
一
舎
的
勢
力
の
概
念
は
、
グ
ュ

Y
ケ
ム
の
強
制
の
概
念
と
大
に
似
て
居
る
一
方
面
を
有
っ
て
居
る
。

本
雑
誌
前
々
競
の
拙
稿
中
に
少
し
く
遁
べ
て
置
い
た
如
〈
、
グ
ユ

M
Y

ケ
ム
の
強
制
の
概
念
は
、
在
が
厳
密
な
意

味
で
云
ふ
強
制
剖
ち
勢
力
の
作
用
と
、
夫
れ
か
ら
匡
別
す
る
優
勝
摸
散
の
作
用
、
詳
し
く
一
再
へ
ぱ
勢
力
の
作
用
に

よ
り
て
生
千
る
被
強
制
卸
ち
服
従
と
、
優
勝
模
倣
に
よ
り
て
生
十
る
心
服
止
を
混
交
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、

高
田
博
士
の
一
吐
曾
的
勢
刀
の
分
析
を
詳
し
〈
吟
味
し
て
見
る
と
.
ヤ
A

リ
雨
者
が
混
交
さ
れ
て
居
る
こ
と
が
見
出

さ
れ
る
と
思
ふ
。
此
慮
で
は
此
の
鈷
に
就
て
最
早
論
や
る
暇
は
な
く
な
っ
た
か
ら
、
護
者
白
か
ら
同
博
士
の
「
鰹

梼
準
新
講
」
第
二
容
に
於
げ
る
一
吐
曾
的
勢
力
の
分
析
(
Z・
日

2
1
8印
'
r
u
g
-
g
h
)
を
吟
味
さ
れ
た
い
。
か
〈
て
在
は

先
づ
高
田
博
士
の
枇
曾
的
勢
力
の
概
念
に
於
て
も
、
混
交
さ
れ
て
居
る
右
の
南
者
を
最
格
に
区
別
す
る
こ
と
に
よ



り
て
、
債
値
原
理
及
び
勢
刀
原
理
の
外
に
、
第
三
原
理
を
認
め
る
こ
と
の
必
要
を
諭
謹
ぜ
ん
と
す
る
の
で
、
そ
う

し
て
夫
れ
が
矯
め
に
ア
ア
タ
リ
オ
ン
敢
授
の
魚
替
心
理
設
を
評
債
ぜ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
向
ほ
此
蕗
に
在
は

高
田
博
士
の
債
格
の
勢
力
誌
の
評
債
か
ら
、
ア
ア
タ
リ

J

オ
ン
敢
授
の
潟
替
心
理
設
の
評
慣
に
移
り
行
か
ん
B

と
す
る

途
行
き
を
、
更
に
よ
り
簡
軍
に
指
示
す
る
場
合
を
、
高
田
博
士
の
債
格
の
勢
力
説
の
論
述
中
か
ら
引
き
出
し
た
い
と

思
ふ
。
併
し
最
早
詳
し
く
遁
ぺ
る
暇
は
な
く
な
っ
た
か
ら
、
極
簡
単
に
過
べ
る
だ
け
に
止
め
る
。

高
田
博
士
は
「
債
格
が
限
界
放
用
原
理
に
よ
り
て
支
配
さ
れ
、
又
決
定
せ
ら
る
右
左
見
ゆ
あ
一
の
場
令

〈
償
値
幽

敷
山
み
に
で
、
そ
う
し
て
生
産
手
段
の
慣
絡
の
同
時
的
な
る
作
用
た
〈
し
亡
、
生
産
物
償
持
主
生
産
物
搬
量
と
を
決
定
す
る
』
一
千
ヤ
活
啄
陀
ナ
)
に

於
て
、
債
格
を
決
定
す
る
因
子
主
し
て
の
勢
力
の
作
用
し
得
る
範
園
が
限
界
殺
用
に
よ
り
て
制
限
せ
ら
れ
て
居
る

一
の
例
」
と
し
て
左
の
如
〈
述
べ
ら
れ
て
居
る

G

供
給
者
の
見
積
る
債
格

需
要
者
の
見
積
る
債
格

10... 1 
0・2
8・・・ 3 
7・4
6…5 
5... 6 

債
格
は
5
と
6
と
の
聞
の
一
貼
に
定
・
ま
る
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
此
の
範
園
の
中
の
如
何
な
る
勤
に

於
て
で
あ
る
か
。
こ
れ
に
閥
し
て
、
限
界
放
用
誌
か
ら
は
何
等
の
答
解
を
も
輿
ふ
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
こ
れ
を
決

定
す
る
も
の
は
、

た
だ
経
済
的
勢
力
関
係
で
あ
る
」
。

右
の
場
合
は
ア

1
屯
ン
敢
授
が
高
田
博
士
の
説
を
批
評
し
て
、
者
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矯
替
心
理
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評
償

第
三
十
六
巻

六
一

O
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四
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は
れ
て
居
る
意
味
営
、
最
と
も
よ
〈
表
示

し
て
居
る
も
の
の
一
と
思
は
れ
る
が
、
夫
れ
は
又
在
が
高
田
博
士
の
説
の
評
債
か
ら
、
ア
フ
タ

y
オ
ン
激
授
の
錦

替
心
理
設
の
評
慣
に
移
り
行
か
ん
と
す
る
途
行
き
を
指
示
す

εに
、
最
と
も
通
嘗
な
る
場
合
で
あ
る
の
で
あ
あ
。

要
す
る
に
高
田
博
士
は
、
右
の
場
合
に
於
て
債
格
ep-5
と
6
t
の
聞
の
範
圃
に
ま
で
決
定
す
る
も
の
は
、
限
界
致

用
で
あ
る
が
、
併
し
其
の
範
閣
の
中
の
如
何
な
る
酷
に
於
て
債
格
が
定
ま
る
か
を
決
定
す
る
も
の
は
、
た
だ
艦
糟

的
勢
力
関
係
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
私
は
此
の
場
合
に
高
閲
博
士
が
艇
梼
的
勢
力
関

係
と
耕
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
を
、
更
に
詳
し
く
分
析
し
て
行
〈
と
、
勢
力
原
理
以
外
の
他
の
原
理
も
其
の
中
に
働

い
て
居
る
こ
と
が
洞
見
さ
れ
る
と
考
て
そ
う
し
て
そ
@
他
の
原
理
と
云
ふ
は
、
邸
ち
私
が
本
雑
誌
前
々
競
の
私

の
論
文
に
於
て
、
債
値
原
理
及
び
勢
力
原
理
に
封
し
て
第
三
原
理
と
稿
せ
る
も
の
、
印
ち
特
に
此
の
場
合
の
知
事

場
合
に
就
て
云
へ
ば
、
優
勝
摸
倣
及
び
車
純
摸
徴
の
作
用
に
於
て
洞
見
さ
れ
る
一
原
理
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ

る
。
併
し
高
田
博
士
は
ま
だ
そ
の
第
三
原
理
に
は
注
目
さ
れ
居
な
い
様
K
思
ふ
が
、
然
る
に
在
は
ア
フ
タ
リ
ヨ
ン

敢
授
が
新
た
に
鳴
へ
出
さ
れ
た
潟
替
心
理
設
を
紹
介
せ
る
一
二
の
雑
誌
の
記
過
を
一
讃
し
た
際
に
、
同
教
授
は
そ

の
第
三
原
理
に
着
目
さ
れ
て
来
た
様
に
戚
じ
た
の
で
、
一
度
岡
敬
授
の
設
を
詳
し
く
吟
味
し
て
、
果
し
て
如
何
程

ま
で
同
数
授
が
そ
の
第
三
原
理
を
観
破
さ
れ
て
居
る
か
を
見
極
め
た
い
と
考
へ
つ
つ
、
ヅ
イ
其
の
優
に
し
て
置
い

た
の
で
あ
る
が
、
本
雑
誌
前
蹴
中
に
述
べ
し
如
〈
、
谷
口
博
士
が
本
雑
誌
昨
年
十
二
月
競
に
岡
敬
授
の
設
を
紹
介

さ
れ
た
の
に
刺
激
3
れ
て
、
此
慮
に
岡
敬
授
の
設
を
詳
し
く
吟
味
し
、
評
債
ぜ
ん
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

併
し
ア
プ
タ
リ
オ
ン
数
授
は
其
の
潟
替
心
理
設
に
於
て
、
在
が
新
た
に
確
立
せ
ん
と
し
て
居
る
そ
の
第
三
原
理
を
、

果
し
て
正
営
に
洞
見
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
衣
競
に
於
で
鞘
々
詳
し
く
論
評
し
て
見
に
い
と
思
ふ
。


